
『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

五
五

『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

―
漢
語
の
和
語
化
と
当
て
字
―

田　

中　

巳
榮
子

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
に
、
近
世
初
期
俳
諧
集
一
〇
種
を
取
り
上
げ
、
表
記
に
関
す
る

研
究
を
重
ね
て
き
た）

1
（

。
そ
の
中
に
は
『
江
戸
八
百
韻
』
で
「
哆
」
に
「
ア
ツ

カ
ヒ
」、「
婀
娜
」
に
「
ヤ
サ
シ
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
例
、『
當
流
籠

抜
』
で
は
「
悶
る
」
を
「
イ
キ
（
る
）」
と
読
む
例
な
ど
中
国
の
本
義
か
ら
外

れ
た
特
殊
な
漢
字
の
用
法
が
認
め
ら
れ
た）

2
（

。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
『
西
鶴
五

百
韻
』
に
も
見
え
、
次
の
よ
う
に
「
日
外
」
を
「
い
つ
ぞ
や
」
と
読
む
句
が

見
え
る
。

　
　

の
へ
を
ま
く
ら
に
戀
は
も
み
く
し
や　
（
一
一
〇　

西
友
）

　
　

よ
め
も
せ
ぬ
御
文
殊
に
日
外
は　

　
　
（
一
一
一　

西
六
）

　

右
の
句
で
は
、「
日
外
」
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
な
い
の
で
、
音
読
み
で
あ

る
か
、
訓
読
み
で
あ
る
か
に
は
問
題
が
残
る
が
、「
い
つ
ぞ
や
」
の
意
味
を
表

す
。

　

杉
本
つ
と
む
氏
の
『
西
鶴
語
彙
管
見
』（
一
九
五
頁
）
で
は
、
西
鶴
作
品
の

漢
字
を
用
法
上
か
ら
分
類
し
た
中
の
「
義
訓
一
（
熟
字
訓
・
当
読
み
を
ふ
く

む
）」
に
属
す
る
語
に
「
日い

つ
ぞ
や外

」
が
あ
り
、『
定
本
西
鶴
全
集
』
で
は
一
一
一

番
の
句
の
「
日
外
」
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
と
注
が
施
さ
れ
る）

3
（

。

　

西
鶴
の
浮
世
草
子
で
の
語
彙
に
関
し
て
は
、
杉
本
つ
と
む
氏
の
前
掲
の
書

に
詳
し
い
論
述
が
あ
り
、
同
書
の
序
章
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
西
鶴
の
人
と

な
り
を
記
す
一
節
が
あ
る
。

西
鶴
の
〈
新
し
が
り
〉
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
が
た

だ
ち
に
軽
佻
浮
薄
な
ど
と
い
う
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
む
し
ろ
進
歩

的
で
積
極
的
な
い
わ
ば
進
取
の
気
性
に
富
む
大
阪
商
人
の
血
が
五
体
を

め
ぐ
っ
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
が
〈
阿
蘭
陀
流
〉
西
鶴
の
出

現
と
存
在
で
あ
る
。（
一
頁
）

　

ま
た
、
同
書
の
「
西
鶴
、
こ
と
ば
の
ス
タ
イ
ル
」
で
は
、
西
鶴
の
文
体
を

考
え
る
一
つ
に
〈
諺
〉
が
あ
る
と
し
、
談
林
の
俳
諧
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に



五
六

記
す
。文

学
史
的
に
も
、
貞
門
で
は
実
現
し
え
な
い
諺
と
文
学
表
現
、
す
な
わ

ち
緊
密
な
こ
と
ば
と
思
想
の
不
可
分
な
姿
が
談
林
俳
諧
に
あ
る
し
、
西

鶴
文
学
の
中
に
躍
動
し
て
い
る
。（
一
四
九
頁
）

　

さ
ら
に
、
新
し
い
こ
と
ば
を
使
っ
て
の
表
現
と
俳
諧
で
の
ヌ
ケ
の
方
法
、

つ
ま
り
、
ず
ば
り
言
わ
な
い
で
、
そ
れ
と
示
唆
す
る
も
の
を
言
う
方
法
が
、

新
し
い
表
現
力
を
作
り
出
し
、
軽
妙
で
機
知
滑
稽
に
富
ん
で
い
る
の
が
談
林

の
俳
諧
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。（
一
五
一
〜
一
五
二
頁
）

　
『
西
鶴
五
百
韻
』
で
は
、
上
述
の
「
日
外
」
と
共
に
、「
正
体
」
に
「
性シ

ヤ
ウ
タ
イ躰

」、

「
丈
夫
衆
」
に
「
上
夫
衆
」、「
明
星
」
に
「
明
上
」、「
七
夕
」
に
「
織
姫
」、

「
石
帯
」
に
「
胃
糸
の
帯
」
な
ど
の
漢
字
を
当
て
る
用
法
が
見
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
語
の
中
か
ら
「
日
外
・
性シ

ヤ
ウ
タ
イ躰

・
上
夫
衆
」
を
取
り
上

げ
、
中
国
の
本
義
と
異
な
る
用
法
、
或
は
漢
字
を
置
き
換
え
る
用
法
に
検
討

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

　

本
文
中
傍
線
は
稿
者
が
付
記
し
、
句
の
番
号
は
各
俳
諧
集
で
の
通
し
番
号

を
示
す
。
ま
た
、〈　

〉
内
は
読
み
下
し
、
及
び
割
書
き
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

一　
「
日
外
」
に
つ
い
て

一－

一　

辞
書
に
お
け
る
「
日
外
」

○『
大
漢
和
辞
典
』
に
は

　
【
日
外
】

ニ
チ　

グ
ワ
イ　
（
一
）
日
の
照
ら
す
外
。
王
化
の
及
ば
な
い
地
。〔
元
勰
、

聯
句
〕
願
従　
二
聖
明　
一
兮
登　
二
衡
會ヽ
一
萬
國
馳　
レ

誠
混　
二　

日
外

○一　
（
二
）

イ
ツ

ゾ
ヤ

か
つ
て
。
前
日
。

と
記
述
が
見
え
る
が
、（
二
）
の
意
味
で
の
漢
籍
の
用
例
は
な
い
。

○『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
以
下
第
二
版
二
〇
〇
一
年
を
使
用
）
に
は

　

い
つ
ぞ
や
【
何
時
―
】〔
副
〕（
代
名
詞
「
い
つ
」
に
係
助
詞
「
ぞ
」
お
よ

び
「
や
」
の
付
い
て
で
き
た
語
）
過
去
の
時
に
関
し
て
「
い
つ
で
あ
っ

た
か
」
の
意
を
表
わ
す
。
い
つ
か
。
ま
た
、
こ
の
あ
い
だ
。
先
日
。

と
あ
り
、「
日い

つ
ぞ
や外

」
と
表
記
さ
れ
る
初
出
例
に
は
、
当
該
集
の
三
年
後
に
成
立

し
た
『
好
色
一
代
男
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

○『
大
言
海
』（
昭
和
七
年　

冨
山
房
）
に
は
、

　

い
つ
ぞ－

や
（
副
）
｜
日
外
｜
〔
何
時
ぞ
や
ノ
義
ニ
テ
、
や
ハ
、
不
定
ノ

辞
、
過
ギ
シ
何
時
ノ
頃
ナ
リ
シ
カ
、
ノ
意
ヨ
リ
転
ズ
〕
サ
キ
ツ
コ
ロ
。

過
ギ
シ
頃
。

と
見
え
る
。『
大
言
海
』
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、「
日
外
」
に
付
さ
れ
た
二
重
線

は
和
漢
通
用
字
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
古
辞
書
類
に
は
、
当
該
集
以
降
成
立
の
『
合
類
節
用
集
』『
書
言
字

考
節
用
集
』、
一
八
二
七
年
刊
『
大
全
早
字
引
節
用
集
』（
節
用
集
大
系
六
四

巻　

大
空
社
）
に
「
日イ

ツ
ゾ
ヤ外

」
と
あ
り
、
一
八
二
三
年
刊
の
『
俳
字
節
用
集
』

（
節
用
集
大
系
六
〇
巻　

大
空
社
）
で
は
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
「
過
日
」
を
当
て

る
。

○『
合
類
節
用
集
』：

日イ
ツ
ゾ
ヤ外

〈
又
曩
昔
又
／
向
去
同
〉（
巻
八
上　

言
語
部
）

○『
書
言
字
考
節
用
集
』：

日イ
ツ
ゾ
ヤ外

（
第
二
冊　

時
候
門
）



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

五
七

○『
俳
字
節
用
集
』：

過イ
ツ
ゾ
ヤ日

（
上　

四
）

○『
大
全
早
字
引
節
用
集
』：

日い
つ
ぞ
や外

（
左
傍
訓
「
ヒ
ホ
カ
」）（
六
）

 

向い
つ
そ
や去

（
左
傍
訓
「
カ
ウ
キ
ヨ
」）（
十
一
）
増
字

　

こ
の
よ
う
に
、
当
該
集
成
立
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
合
類
節
用
集
』
に

初
め
て
見
え
、
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
・
天
正
十
八
年
本
・
饅
頭
屋
本
・
黒

本
本
・
易
林
本
な
ど
の
古
本
節
用
集
に
は
収
録
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら

ば
、『
唐
話
辞
書
類
集
』
に
は
採
録
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
収
録
状
況
を
確
認
し

た
結
果
を
次
に
示
し
て
お
き
た
い
。

○『
唐
話
辞
書
類
集
』

　

日
外　

　

イ
ツ
ゾ
ヤ 

第
四
集
『
色
香
歌
』

　

日イ
ツ
ソ
ヤ外　

　

五
老
集 

第
十
二
集
『
應
氏
六
帖
』

　

乃イ
ツ
ソ
ヤ者

〈
又
乃
者
猶
言
彼
時
〉 

第
十
二
集
『
應
氏
六
帖
』

　

乃イ
ツ
ソ
ヤ時

〈
又
乃
時
向
時
〉 

第
十
二
集
『
應
氏
六
帖
』

　

那ナ
ア
チ
イ指

日　

左
訓：

イ
ツ
ゾ
ヤ 

 

第
八
集
『
両
国
譯
通
』（
享
保
（1716

〜

1735

）
頃
の
刊
行
）

　

一
遭
子　

イ
ツ
ソ
ヤ　

 
 

第
十
八
集
『
譯
通
類
畧
』（
寛
政
元（1789
）

年
写
）

　

前
遭　

　

イ
ツ
ゾ
ヤ 

第
十
八
集
『
譯
通
類
畧
』（
右
に
同
じ
）

　

右
の
よ
う
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
は
「
日イ

ツ
ソ
ヤ外

・
乃イ

ツ
ソ
ヤ者

・
乃イ

ツ
ソ
ヤ時

・
那ナ

ア
チ
イ指

日
・
一

遭
子
・
前
遭
」
が
あ
り
、『
應
氏
六
帖
』
の
「
日
外
」
の
出
典
注
記
に
あ
る

「
五
老
集
」
は
『
名
物
六
帖
』
に
所
収
さ
れ
、
同
書
の
著
者
は
伊
藤
東
涯
で
あ

る
。
長
澤
規
矩
也
氏
の
『
應
氏
六
帖
』
の
解
説
で
は

こ
の
本
に
著
者
名
は
な
い
が
、
伊
藤
東
涯
の
著
述
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。

目
録
に
あ
る
や
う
に
、
内
容
分
類
を
し
て
、
語
彙
を
収
録
、
讀
假
名
及

び
漢
文
體
の
字
義
語
義
を
注
し
、
と
き
に
そ
の
一
方
を
缺
く
。
傳
鈔
本

は
、
明
律
考
の
や
う
に
は
多
く
な
い
が
、
往
々
傳
存
し
て
、
互
に
誤
脱

が
あ
る
。

と
記
さ
れ
、『
應
氏
六
帖
』
と
『
名
物
六
帖
』
の
著
者
は
同
じ
で
あ
る
。『
名

物
六
帖
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
の
「
名
物
六
帖
の
成
立
と
刊

行
」
に
詳
細
な
論
述
が
あ
り
、『
應
氏
六
帖
』
と
『
名
物
六
帖
』
の
深
い
関
係

を
知
る
事
が
出
来
る）

4
（

。『
五
老
集
』
に
つ
い
て
は
、『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
の

解
題
で
長
澤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

上
は
東
坡
先
生
蘇
公
小
簡
（
蘇
軾
）・
仲
益
尚
書
孫
公
小
簡
（
孫
覿
）、

下
は
柳
南
先
生
盧
公
小
簡
（
盧
某
）・
秋
崖
先
生
方
公
小
簡
（
方
岳
）・

淸
曠
先
生
趙
公
小
簡
（
趙
某
）
か
ら
な
る
。
序
跋
が
全
く
な
く
、
編
纂

の
次
第
未
詳
。
古
活
字
印
本
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
據
っ
た
か
。

　

ま
た
、
駒
澤
大
学
古
典
籍
書
誌
詳
細
に
は
長
澤
氏
の
解
説
を
受
け
て
、
淸

曠
先
生
趙
公
と
「
日
外
」
の
表
記
が
見
え
る
柳
南
先
生
盧
公
の
両
者
は
共
に

伝
記
は
詳
ら
か
で
は
な
い
と
し
「
編
者
は
邦
人
の
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
」

と
記
さ
れ
る）

5
（

。
こ
の
よ
う
に
、
柳
南
先
生
盧
公
と
は
誰
で
あ
る
か
、
著
者
が

明
ら
か
で
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。

　
『
色
香
歌
』
に
つ
い
て
は
「
日
外
」
に
並
ん
で
書
名
と
同
じ
「
色
香
歌
」
が

掲
出
語
と
し
て
あ
り
、
下
注
に
「
イ
ロ
ハ
四
十
八
字
ヲ
云
」
と
記
す
。
長
澤

氏
は
解
説
で
「
他
に
傳
本
を
知
ら
ず
、
序
に
よ
っ
て
、
丹
行
藏
の
著
と
思
は



五
八

れ
る
が
、
傳
未
攷
。」
と
述
べ
る
。
成
立
年
の
記
載
が
な
い
こ
と
、
著
者
が
不

詳
で
あ
る
こ
と
、「
日
外
」
の
出
典
注
記
が
な
い
こ
と
な
ど
、
不
明
の
点
が
多

い
。「
日
外
」
の
出
典
を
『
名
物
六
帖
』
と
す
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、

推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

　

以
上
の
ほ
か
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
類
す
る
語
の
収
録
が
あ
り
、
以
下
に
示

し
て
お
く
事
に
す
る
。

　

日
外　

セ
ン
ジ
ツ　

　
 

第
十
六
集
『
學
語
編
』（
明
和
九
（1772

）
年
刊

本
）

　

外
日　

セ
ン
ジ
ツ　

　

 

第
十
六
集
『
中
夏
俗
語
薮
』（
天
明
三
（1783

）
年

刊
本
）

　

日
前　

先
日
ナ
リ　

　

 

第
二
集
『
語
録
譯
義
』（
延
享
五
（1748

）
年
頃

作
）

　

曩サ
キ
ニ時　

昔
日
也　

　
　

第
二
集
『
語
録
譯
義
』（
右
に
同
じ
）

　

右
の
「
せ
ん
じ
つ
」
と
訓
が
付
さ
れ
る
『
學
語
編
』
で
は
、「
日
外
」
の
出

典
注
記
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
長
澤
氏
の
解
説
に
は
、『
名
物
六
帖
』
と
の
関

連
性
を
示
す
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

凡
例
に
よ
る
と
、
典
籍
便
覧
・
名
物
六
帖
・
郷
談
正
音
・
雑
字
通
攷
等

の
書
か
ら
、
漢
語
を
採
録
し
、
天
文
・
時
令
・
地
理
等
に
分
け
て
、
相

當
の
和
語
を
旁
注
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
近
藤
尚
子
氏
の
論
考
（1997

）
に
は
「『
名
物
六
帖
』
を
参
照
し
た

と
み
ら
れ
る
状
況
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
う
か
が
え
る
」
と
記
さ
れ
る）

6
（

。

　

右
の
語
以
外
に
、
時
を
表
す
語
に
は
、『
唐
話
爲
文
箋
』（
第
二
集　

唐
話

纂
要
の
焼
直
し
）
に
「
起キ

イ
ス
ェ
ン先　

サ
キ
ホ
ド
・
先

ス
ェ
ン
ズ
エ
ン

前　

同
上
・
前ヅ

エ
ン
ジ日　

セ
ン
ジ

ツ
」
な
ど
が
見
え
、『
譯
通
類
畧
』（
第
十
八
集
・
十
九
集
）
に
も
「
日
前
」

を
「
マ
ヘ
カ
ト
」
と
読
む
語
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
日
者
」
で

は
第
二
集
『
語
録
譯
義
』・
第
十
五
集
『
訓
義
抄
録
』（
明
治
初
（1868

）
年

成
立　

未
完
成
の
稿
本
）
に
「
コ
ノ
ゴ
ロ
」
の
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
て
、
後

者
に
は
「
後
漢
」
の
出
典
注
記
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
唐
話
辞
書
類
集
』
で
は
、『
色
香
歌
』『
應
氏
六
帖
』『
學

語
編
』
の
三
書
に
「
日
外
」
の
収
録
が
見
え
、『
應
氏
六
帖
』
の
み
に
出
典
が

明
記
さ
れ
る
。

　

次
に
、『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』（
全
六
五
巻
・
別
巻
三　

大
空
社
）
に

お
け
る
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
対
応
す
る
漢
字
を
示
し
て
お
く
事
に
す
る
。

○『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』（（　

）
内
の
算
用
数
字
は
巻
数
を
示
す
）

◆
日
外
（
右
傍
訓
：
ニ
チ
グ
ハ
イ
・
ニ
チ
グ
ワ
イ
・
ジ
ツ
ガ
イ
／
下
注
：
イ
ツ

ゾ
ヤ
）

大
増
補
漢
語
解
大
全
191
丁
ウ
（
12
）　

読
書
自
在
38
丁
オ
（
29
）　

初
学

必
携
大
全
漢
語
字
書
24
丁
ウ
（
29
）　

訓
訳
考
訂
音
画
両
引
明
治
伊
呂

波
節
用
大
全
187
丁
オ
（
35
）　

新
撰
歴
史
字
典
21
頁
（
48
）　

明
治
漢
語

字
典
43
頁
（
49
）　

漢
語
故
諺
熟
語
大
字
林
1235
頁
（
54
）　

新
編
漢
語
辞

林
149
頁
（
55
）

　

日い
つ
ぞ
や外　

い
つ
し
か　

雅
俗
節
用
3
丁
ウ
（
28
）

　

 

い
つ
ぞ
や　

日
外
（
副
）
先
き
つ
頃
、
過
ぎ
し
頃
。
作
文
新
辞
典
335
頁

（
61
）



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

五
九

　

右
の
よ
う
に
、「
い
つ
ぞ
や
」
を
意
味
す
る
語
と
し
て
『
明
治
期
漢
語
辞
書

大
系
』
所
収
の
一
四
〇
種
の
辞
書
中
一
〇
種
に
収
録
が
見
え
る
。『
雅
俗
節

用
』（
村
田
徽
典
編　

明
治
九
（1876

）
年
刊
）
の
解
説
で
は
「
こ
れ
ま
で
研

究
さ
れ
て
き
て
い
な
い
辞
書
で
あ
る
。
書
名
か
ら
は
節
用
集
を
連
想
さ
せ
る

が
、
内
容
は
漢
語
辞
書
で
あ
る
。」
と
述
べ
、『
作
文
新
辞
典
』（
中
村
巷
（
静

斎
編
）
明
治
三
九
（1906

）
年
刊
）
で
は
「
凡
例
の
冒
頭
に
…
（
略
）
…
其

の
内
容
は
、
一
種
の
読
書
辞
書
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
漢
語
と
和

語
と
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
配
列
し
、
品
詞
と
語
義
を
記
す
。
こ
れ
は
も

う
現
行
の
国
語
辞
典
の
形
式
で
あ
る
。
漢
語
辞
書
が
そ
の
使
命
を
終
え
、
国

語
辞
典
・
漢
和
辞
典
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
時
期
に
達
し
た
と
言
え
よ
う
。」

と
あ
る
。

　
『
明
治
期
漢
語
辞
書
大
系
』
の
凡
例
で
は

本
大
系
で
漢
語
辞
書
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
漢
語
（
字
音
語
）
を

中
心
と
し
て
そ
の
読
み
と
語
義
と
を
示
し
た
辞
書
体
の
書
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
部
に
和
語
や
外
国
地
名
等
を
含
む
も
の
や
、
語
の
配
列
順

が
意
図
的
で
は
な
く
辞
書
と
は
言
い
難
い
体
裁
の
も
の
（
例
「
童
蒙
必

読　

漢
語
図
解
」
な
ど
）
も
、
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
重
要
と
考
え

ら
れ
る
も
の
は
収
載
し
た
。

と
記
さ
れ
る
。
同
書
に
は
「
日
外
」
以
外
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
当
て
る
漢
字

表
記
が
あ
り
、
以
下
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。

◆
日
前
（
右
傍
訓
：
ジ
ツ
ゼ
ン
・
ニ
チ
ゼ
ン
／
下
注
：
イ
ツ
ゾ
ヤ
）

　

い
つ
ぞ
や　

日ジ
ツ

前ゼ
ン

漢
語
註
解
49
丁
ウ
（
10
）・
開
化
新
選
字
引
63
丁
オ
（
18
）・
広
益
熟
字
典
仮

名
引
部
190
丁
オ
（
19
）
な
ど
、
三
一
種
の
辞
書
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
対
応
す

る
漢
字
と
し
て
収
録
さ
れ
、「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
以
外
に
「
サ
イ
ツ
ゴ
ロ
」
で
一
回

出
現
す
る
。

◆
日
者
（
右
傍
訓
：
ジ
ツ
シ
ヤ
・
ニ
ツ
シ
ヤ
／
下
注
：
イ
ツ
ゾ
ヤ
）

大
全
漢
語
解
83
丁
オ
（
6
）・
漢
語
註
解
49
丁
ウ
（
10
）
な
ど
、
約
一
〇
種
の

辞
書
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
の
訓
注
が
見
え
、
そ
れ
以
外
で
は
「
日ニ

ツ

者シ
ヤ

（
下
注：

セ
ン
ジ
ツ　

ス
ギ
シ
ヒ
）」・
日サ

キ
ニ
ハ者

〈
日
猶　
二
往
日　
一
也
〉
な
ど
約
八
回
の
収
録

が
あ
る
。
漢
語
故
諺
熟
語
大
辞
林
1235
頁
（
54
）
で
は
「
ニ
ツ
シ
ヤ
と
ヨ
ム
。

日
の
ヨ
シ
ア
シ
を
ウ
ラ
ナ
フ
人
。」
と
あ
り
、
訓
訳
考
訂
音
画
両
引
明
治
伊
呂

波
節
用
大
全
187
丁
オ
（
35
）
で
は
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
・
ウ
ラ
ナ
イ
シ
ノ
コ
ト
」
と

見
え
る
。

◆
曩
時
（
右
傍
訓
：
ノ
ウ
ジ
・
ナ
ウ
ジ
・
ソ
ウ
ジ
／
下
注
：
イ
ツ
ゾ
ヤ
）

大
増
補
漢
語
解
大
全
198
丁
オ
（
12
）
な
ど
、
約
一
二
種
の
辞
書
に
「
イ
ツ
ゾ

ヤ
」
の
熟
字
と
し
て
の
収
録
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
下
注
「
サ
イ
ツ
ゴ

ロ
・
サ
キ
ゴ
ロ　

サ
キ
ノ
ヒ　

サ
キ
ノ
ト
キ
」
で
約
一
二
回
出
現
す
る
。『
大

漢
和
辞
典
』
に
「
曩
時

ナ
ウ

ジ　　

さ
き
の
と
き
。
む
か
し
。
往
時
。
曩
日
。」、『
広

益
熟
字
典
』（
一
九
巻
）
に
「
曩
日　

サ
キ
ノ
ヒ　

曩
時　

同
上
」
と
あ
り
、

両
者
の
辞
書
か
ら
「
曩
時
」
と
「
曩
日
」
は
同
じ
と
捉
え
ら
れ
る
が
、『
明
治

期
漢
語
辞
書
大
系
』
で
は
「
曩
日
」
に
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
と
訓
注
を
記
す
辞
書

は
見
え
な
い
。



六
〇

一－

二　
「
日
外
」
の
用
例

　

本
項
で
は
「
日
外
」
の
使
用
実
態
を
示
し
、
そ
の
用
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。（『
古
典
俳
文
学
大
系
』（
集
英
社
）
で
の
検
索
は
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ

る
）

ア
、『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』（
康
暦
二
（1380

）
年
八
月
一
四
日
）

　

十
四
日
、
二
條
殿
使
菅
秀
長
送
一
緘
來
、
其
詩
叙
曰
、
謹
依
來
韻
、
奉
答

建
仁
義
堂
和
尚
座
右
、
致
日
外
垂
訪
之
謝
云

　
〈
二
條
殿
、
菅
秀
長
を
し
て
一
緘
を
送
り
来
ら
し
む
。
其
の
詩
叙
に
曰
く
、

謹
ん
で
來
韻
に
依
り
、
建
仁
義
堂
和
尚
の
座
右
に
奉
答
し
、
日
外
垂
訪
の

謝
を
致
し
て
云
ふ
、〉

 

＊
日
外
＝
先
日
。
八
日
を
さ
す
。（『
訓
注　

空
華
日
用
工
夫
略
集
』）

イ
、『
五
山
文
学
新
集
』

　

◆
龍
翔
梅
屋
和
尚
、
日
外
辱
枉
高
駕
於
弊
盧
、
剰
蒙
示
賜
佳
什
、
仍
借
尊

押
、
以
伸
賀
忱

　
〈
龍
翔
梅
屋
和
尚
、
日
外
辱
な
く
枉
げ
て
弊
盧
に
高
駕
し
、
あ
ま
つ
さ
え
佳

什
を
示
し
賜
い
蒙
る
。
仍
て
尊
押
を
借
し
、
以
て
賀
忱
を
伸
べ
る
。〉

 

（
別
巻
二　

天
翔
和
尚
録　

坤　

次
韵
奉
謝
相
公
捨
田　

室
町
前
期
）

　

◆
遂
就
北
山
等
持
精
舎
、
施
設
追
脩
霊
筵
、
日
外
白
業
、
件
々
品
目
、
束

之
以
付
紀
綱

　
〈
遂
に
北
山
等
持
精
舎
に
就
き
、
追
脩
霊
筵
を
施
設
す
る
。
日
外
の
白
業
、

件
々
の
品
目
、
之
を
束
し
以
て
紀
綱
に
付
く
〉

 

（
第
三
巻　

東
沼
周
巖
作
品
拾
遺　

流
水
集　

室
町
中
期
）

ウ
、『
高
野
山
文
書
』

　

日
外
者
預
御
状
ニ
、
其
上
御
音
信
忝
存
候
、
其
元
彌
別
條
無
之
候
哉
、
承

度
存
候
事
、 

（
七
巻　

三
三
五　

奥
彌
兵
衞
書
状　

室
町
後
期
）

エ
、『
書
札
調
法
記
』（
○
印
の
下
は
傍
線
を
付
す
語
に
対
す
る
代
替
語
）

　

◆
貴
人
（
上
）
に
対
し
て

　

・
去

さ
ん
ぬ
る

比こ
ろ

御を
ん
い
で出

之の

處と
こ
ろ

他た

出し
ゆ
つ

仕
つ
か
ま
つ
り

不す　
レ
得え　
二
貴き

い意　
一

残ざ
ん
ね
ん
に念

奉　
レ
存
候
…

　
　

○
去

さ
ん
ぬ
る

比こ
ろ　

以い
ぜ
ん前　

此こ
の

前ま
へ　

先せ
ん
ど度　

先せ
ん
じ
つ日　

兼け
ん

日　

去き
よ
げ
つ月　

去
日　

邁ま
い
じ
つ日　

日い
つ
そ
や外　

先せ
ん

頃け
う　

先
烏う 

巻
二
（
一
七
丁
ウ
・
一
八
丁
オ
）

　

◆
同
輩
（
中
）
に
対
し
て

　

・
内な

い
〳
〵々

御
約や

く
そ
く束

仕
候
通と

ほ
り

明み
や
う
に
ち日

於お
い
て　

二
下し

も
や
し
き
に

屋
敷　
一
麁そ

さ
う相

の
御
食め

し

進し
ん
じ
や
う上

申
度た

く

存

候
…

　
　

○
内な

い
〳
〵々　

兼か
ね
〳
〵々　

兼け
ん
じ
つ日　

兼け
ん
う烏　

前ま
へ
か
ど角　

先せ
ん
け
ふ頃　

此こ
の
あ
い
た間　

日い
つ
ぞ
や外　

以い
ぜ
ん前　

最さ
い
ぜ
ん前　

先せ
ん
じ
つ日　

先せ
ん
ど度　

去き
よ
じ
つ日　

去き
よ
げ
つ月　

日ひ
ご
ろ比　

常つ
ね
〳
〵々　

年と
し
つ
き月　

年と
し
ご
ろ来

 

巻
一
（
一
九
丁
オ
・
ウ
）

　

◆
下
の
人
に
対
し
て

　

・
示し

め
し
の之

通と
ほ
り

日い
つ
ぞ
や外

は
初

は
じ
め

而て

参さ
ん
く
わ
い会

申
如こ

と
く　

二

年ね
ん
ら
い
の来

名な
じ
み
の染　

一
存
候
…

　
　

○
日い

つ
そ
や外　

先せ
ん

頃け
う　

先せ
ん
ど度 

巻
二
（
三
五
丁
オ
・
ウ
）

　

右
の
書
簡
の
手
本
で
は
、
貴
人
・
同
輩
・
下
輩
に
用
い
ら
れ
、
上
・
中
・

下
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
語
で
は
な
い
。『
書
札
調
法
記
』
は
元
禄
八
（1695

）

年
初
版
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
西
鶴
五
百
韻
』
の
一
六
年
後
、『
合
類
節
用

集
』
の
一
五
年
後
の
刊
行
と
な
る
。『
書
札
調
法
記
』
で
は
「
日
外
」
に
類
す

る
語
と
し
て
、
右
の
語
以
外
に
も



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

六
一

　

日ひ
の
さ
き

之
前　

過く
わ
し
つ日　

此
頃ご

ろ　

此
節せ

つ　

此
日ひ

こ
ろ比　

頃こ
の
こ
ろ日　

近き
ん
け
う頃　

近
き
ん
そ（
そ
う
）・
こ
の
こ
ろ

曽　

近き
ん

日し
つ　

近き
ん
〳
〵々　

近き
ん
う烏　

此
程ほ

と　

此
中ち

う　

去
さ
ん
ぬ
る
こ
ろ

比　

往わ
う

日

な
ど
が
あ
り
「
前
日
」
の
言
い
替
え
語
と
し
て
「
外く

わ
い
じ
つ日

」
が
見
え
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
手
紙
・
文
章
の
手
引
書
で
あ
る
『
新
撰
用
文
章
明
鑑
』
に

は
次
の
よ
う
に
手
紙
に
用
い
る
こ
と
ば
の
意
味
や
用
法
を
解
説
す
る
記
事
が

あ
る
。

オ
、『
新
撰
用
文
章
明
鑑
』

　

日い
つ
ぞ
や外　

 

大お
ほ
か
た方

用も
ち
ゆる

と
い
へ
ど
も
是
も
女
文
章
也
。
尊そ

ん
き貴

之
方
公く

か
い界

之
は
出

さ
れ
ず
に
や
く
也
先＼

日
或

あ
る
い
は

去さ
ん
ぬ
る
こ
ろ

比
な
ど
有
べ
し
先せ

ん
と度

右
に
同
じ　

日
外
と
は
程ほ

と

近ち
か
きを

い
ふ
べ
し
一ひ

と
つ
き月

二ふ
た
つ
き月

又
は
百
日
斗
前
を
も
い
ふ

べ
し
。
年ね

ん
す
う数

へ
た
ゝ
り
を
い
ふ
は
僻ひ

か

事
也
（
巻
中
五
丁
ウ
六
丁
オ
）

右
の
書
は
前
掲
の
『
書
札
調
法
記
』
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
貴
人
に
は
適
さ
な
い
と
言
い
、『
書
札
調
法
記
』
と
は
違
い
が
あ
る
。
ま

た
類
似
語
と
し
て

　

近さ
い
つ
こ
ろ曽

（
左
傍
訓：

き
ん
そ
）
―
去

さ
ん
ぬ
る
こ
ろ比

同
　
　

四
五
日
以
前
を
い
ふ
也
…

　

頃こ
の
ご
ろ日

―
此
頃ご

ろ
同

　
　

此
間　

此
中　

此
程　

迺こ
の
こ
ろ間

…

な
ど
の
収
録
が
見
え
る
。
以
上
の
エ
・
オ
の
「
日
外
」
に
類
す
る
語
で
は
、

い
ず
れ
に
も
「
い
つ
ぞ
や
」
と
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
併
せ

て
音
読
み
さ
れ
る
語
が
あ
る
中
で
、「
日
外
」
に
「
ニ
チ
ガ
イ
・
ジ
ツ
ガ
イ
」

の
ヨ
ミ
を
記
す
例
は
な
く
、
す
べ
て
「
い
つ
ぞ
や
」
と
読
む
。

カ
、「
新
編
宗
因
書
簡
集
」

　

先
以
、
貴
老
弥
御
無
事
ニ
御
座
候
哉
、
承
度
存
候
。
然
は
、
日
外
ハ
貴
札
、

殊
更
西
行
谷
・
愚
亭
興
行
之
連
歌
之
懐
紙
、
清
書
被
成
被
下
、
誠
御
事
繁

候
ハ
ん
処
ニ
、
忝
存
候
。

　
（
延
宝
二
（1674

）
年
四
月
二
一
日　

内
宮
長
官
荒
木
田
氏
富
か
ら
宗
因

宛
）

　
〔
カ
〕
の
書
状
は
、
前
年
の
一
二
月
一
九
日
に
宗
因
が
発
し
た
書
簡
に
対
す

る
返
書
で
あ
り
、
四
ヶ
月
前
の
日
を
「
日
外
」
と
表
現
す
る
。
一
方
、
宗
因

が
荒
木
田
氏
富
に
宛
て
た
寛
文
一
三
（1673

）
年
七
月
四
日
付
の
書
簡
に
対

す
る
八
月
四
日
の
返
書
で
は
、「
先
日
ハ
御
発
句
早
々
被
下
、
過
分
至
極
候
。」

と
一
ヶ
月
前
の
日
を
「
先
日
」
と
言
い
、
今
日
に
近
い
日
で
は
「
一
昨
日
者

八
禰
宜
方
迄
之
御
状
、
忝
存
候
。」（
寛
文
一
三
（1673

）
年　

八
月
二
四
日　

荒
木
田
氏
富
か
ら
宗
因
へ
の
書
簡
）
と
「
一
昨
日
」
を
用
い
る
。

キ
、『
滑
稽
太
平
記
』

　

◆
十
日
斗
有
て
、
両
巻
を
持
参
し
、
玄
札
に
向
て
云
、「
日
外
両
度
御
無
心

忝
存
候
。
然
れ
ば
、
以
前
御
添
削
被
下
候
巻
、
反
古
に
紛
れ
て
候
を
見
出
、

引
合
候
に
、
御
添
削
相
違
し
侍
る
。
…
（
以
下
略
）」

 

（
巻
之
四　

高
島
玄
札
出
来
口
の
事　

延
宝
八
（1680

）
年
頃
成
立
）

　

◆
日
外
、
此
歌
ど
も
、
御
状
被
下
候
へ
共
、
疾
し
た
ゝ
め
置
な
が
ら
、
此

方
よ
り
便
無
之
、
御
報
延
引
、
背
本
意
候
。

 （
巻
之
七　

蝶
々
子
・
季
吟
子
贈
答
歌
の
事　

延
宝
八
（1680

）
年
頃
成
立
）

ク
、『
芭
蕉
集　

全
』

　

◆
予
、
日
外
か
た
田
舎
の
老
夫
の
語
り
し
を
聞
に
、「
わ
さ
び
う
へ
置
か
し

こ
に
、
必
蟹
来
て
こ
れ
を
喰
ふ
」
と
。



六
二

 
（
句
合
・
評
語
編　

常
盤
屋
之
句
合
第
五
番
詞
書　

延
宝
八
（1680

）
年
）

　

◆
先
以
、
日
外
於　
二
御
山　
一
御
懇
情
之
事
共
、
難　
レ
忘
奉　
レ
存
候
。

 

（
書
簡
編
九
九
曲
水
宛　

元
禄
五
（1692

）
年
二
月
十
八
日
付
）

　

◆
将
又
日
外
御
申
被　
レ
成
候
絵
、
御
心
隙
に
被　
レ
遊
可　
レ
被　
レ
下
候
。

 

（
書
簡
編
一
三
木
節
書
簡　

元
禄
七
（1694

）
年
七
月
二
十
二
日
付
）

ケ
、『
蕉
門
名
家
句
集　

二
』

　

日
外
の
鰒
で
も
酔
は
ず
老
の
春　

　
　
「
作
者
小
伝
」
自
笑

コ
、『
蕪
村
集　

全
』

　

日
外
は
御
状
被
下
候
處
、
御
答
も
不
申
上
無
頼
之
至
、
御
免
可
被
下
候
。

 

（
書
簡
編
一
七
〇　

安
永
七
（1778

）
年
九
月
二
十
一
日
付
）

サ
、『
五
老
集
』

　

日－

外
郊－

行
見　
レ
有　
レ
盤　
二－

踞　

草

ス
ル
モ
ノ－

中
ニ一

疑
ハ

爲　
二
怪
物

ト一
徐ク

ニ
シ
テ而 

視ル
ハ　

レ
之ヲ

則

暗
香
一－

根ノ

耳ミ

…

　
〈
日
外
郊
行
し
、
草
中
に
盤
踞
す
る
も
の
有
る
を
見
る
。
疑
う
ら
く
は
怪
物

と
為
し
徐
く
に
し
て
之
を
視
る
は
暗
香
一
根
の
み
〉

 

（『
五
老
集
下
』
十
八　

柳
南
先
生
廬
公
小
簡　

送
枯
梅
）

シ
、『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』

　

然
ば
日
外
噂
致
候
通
、
恵
勝
様
廿
七
回
忌
、
来
る
十
月
取
越
相
勤
申
候

 

（
三
七
九　

寛
政
五
（1793

）
年
九
月
二
十
六
日
小
西
春
村
宛
）

　

右
に
提
示
し
た
用
例
の
中
で
、「
日
外
」
の
ヨ
ミ
は
音
読
み
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
い
つ
ぞ
や
」
或
は
「
先
日
」
の
意
を

表
す
。
蕪
村
は
〔
コ
〕
の
安
永
七
（1778

）
年
の
書
簡
で
は
「
日
外
」
を
用

い
、
安
永
末
・
天
明
頃
と
推
定
さ
れ
る
「
書
簡
編
（
三
〇
〇　

金
篁
宛　

一

月
二
七
日
付
）」
で
は
「
日
外
」
で
は
な
く
「
ま
こ
と
に
過
日
は
御
馳
走
に
罷

成
辱
奉
存
候
。」
と
「
過
日
」
を
用
い
る
。
そ
の
後
の
一
茶
の
書
簡
で
も

　

・
秋
冷
候
へ
ど
も
、
弥
御
安
清
被
成
候
や
、
奉
賀
候
。
さ
れ
ば
、
過
日
は

別
し
て
あ
り
が
た
く
、
御
蔭
に
て
天
窓
の
寒
さ
を
助
か
り
申
候
。

 

（
二
八　

文
虎
宛　

文
化
一
〇
（1813

）
年
九
月
）

　

・
陽
炎
ぱ
つ
ぱ
立
、
片
道
か
た
ま
り
、
漸
心
暖
ニ　

う
つ
り
申
候
。
弥
安

清
被
成
〔
候
〕
哉
、
奉
賀
、
さ
れ
ば
過
日
は
参
り
、
長
々
御
坐
敷
ふ
さ

げ
、
あ
り
が
た
く
奉
存
候
。

 

（
四
八　

希
杖
宛　

文
政
元
（1818

）
年
二
月
）

　

・
過
日
、
御
見
廻
の
品
あ
り
が
た
く
、
御
礼
申
上
度
、
外
は
春
迄
と
。

 

（
一
〇
六
補
遺　

呂
芳
宛　

文
政
三
（1820

）
年
一
二
月
）

と
見
え
、
蕪
村
を
境
に
し
て
「
日
外
」
か
ら
「
過
日
」
に
推
移
す
る
様
子
が

窺
え
る
。
続
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
日
外
」
で
表
記
す
る
初
出
例

が
『
好
色
一
代
男
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
鶴
に
関
す
る
作

品
の
中
で
の
「
日
外
」
の
用
法
を
提
示
し
て
み
た
い
。

ス
、
同
し
心
の
水
の
み
な
か
み
清
水
八や

さ
か坂

に
さ
し
懸か

か

り
此
あ
た
り
の
事
で
は

な
い
か
。
日い

つ
そ
や外

物
が
た
り
せ
し
歌う

た

よ
く
う
た
ふ
て
酒
飲の

ん

て
然
も
憎に

く

か
ら
ぬ

女
は
菊き

く

屋
か
参み

か
は
や

河
屋
蔦つ

た
や屋

か
と
捜さ

が

し
て

 

『
好
色
一
代
男
』
巻
一
の
七
（
19
ウ
）

セ
、
知し

ら

ぬ
事
か
小こ

か
わ川

の
糊の

り

屋
の
娘

む
す
め

目
が
今い

ま

天て
ん
じ
ん
が
ほ

神
皃
を
し
を
つ
て
と
に
く
さ
げ

に
そ
し
る
。
さ
て
は
日い

つ
そ
や外

ふ
ら
れ
た
か
。



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

六
三

 

『
諸
艶
大
鑑
』
巻
一
の
三
（
11
オ
）

ソ
、
濁

に
ご
り
み
つ水

大
か
た
か
す
り
て
真ま

さ
こ砂

の
あ
が
る
に
ま
じ
り
日い

つ
そ
や外

見
え
ぬ
と
て
人

う
た
が
ひ
し
薄う

す
ば刃

も
出
昆こ

ん
ふ布

に
針は

り

さ
し
た
る
も
あ
ら
は
れ
し
が
是
は
何
事

に
か
い
た
し
け
る
ぞ
や 

『
好
色
五
人
女
』
巻
二
の
一
（
3
オ
）

タ
、
空
寝
入
を
し
て
見
る
に
大
吉
が
手
を
し
め
て
日い

つ
そ
や外

の
所と

こ
ろは

今い
ま

に
痛い

た
みま

す

か
と
い
ふ
。 

『
男
色
大
鑑
』
巻
一
の
二
（
8
ウ
）

チ
、
爰
は
私

わ
た
く
しに

給
は
れ
と
は
し
り
寄よ

り

奥
右
衛
門
打
せ
ら
る
ゝ
汝な

ん
ちな

れ
共
日い

つ
そ
や外

の
遺ゐ

こ
ん恨

あ
れ
ば
命い

の
ちを

我
ら
申
請
て
打
事
な
り
。

 
『
武
道
伝
来
記
』
巻
三
の
二
（
12
オ
）

ツ
、
今
一
た
び
の
命い

の
ちを

諸し
よ
じ
ん神

に
立り

う
ぐ
は
ん願

せ
し
に
不ふ

し

き
思
義
に
快く

は
い
き気

し
て
手
も
は
た

ら
き
足あ

し

も
立た

つ

程ほ
と

に
な
り
ぬ
。
時
に
日い

つ
そ
や外

の
遺い

こ
ん恨

や
め
が
た
く
段だ

ん

々
筆ふ

で

に
残の

こ

し
具く

そ
く足

甲か
ぶ
とを

着き

な
が
ら
鑓や

り

取と
り

ま
は
し
て

 

『
武
家
義
理
物
語
』
巻
三
の
三
（
9
ウ
）

テ
、
そ
の
の
ち
ま
た
此
宿
へ
通と

を

り
が
け
に
立
よ
り
け
る
に
人
う
つ
け
た
り
と

て
嬲な

ぶ
るま

じ
き
事
と
て
亭て

い
し
ゆ主

の
か
た
り
け
る
は
日い

つ
そ
や外

女に
よ
ば
う房

よ
び
し
男
は
中な

か
ぜ
こ

世
古

と
い
ふ
所
に
松ま

つ
ざ
か坂

屋
清せ

い
ざ
う蔵

と
て
身
過す

ぎ

に
か
し
こ
き
世せ

け
ん間

愚お
ろ
かな

る
男
な
り
し

が 

『
懐
硯
』
巻
三
の
一
（
1
オ
）

ト
、
さ
て
も
臆お

く
ひ
や
う病

な
る
大だ

い
じ
ん臣

か
な
太た

ゆ
ふ
も
と

夫
本
の
湯ゆ

の
子こ

く
は
れ
た
物も

の

て
あ
ら
う

日い
つ
そ
や外

長な
が
ま
ち町

の
若わ

か

き
者も

の

共
今い

ま
み
や宮

の
神し

ん
ぜ
ん前

に
て
百
物も

の
か
た
り

語
し
た
れ
は
少せ

う
し
ん人

か
出
た

と
い
ふ 

『
難
波
の
皃
は
伊
勢
の
白
粉
』
巻
二
（
16
ウ
）

ナ
、
日い

つ
そ
や外

茨い
ば
ら

木き

や屋
の
茶ち

や

づ
け
め
し
勝か

つ
て手

の
い
そ
く
に
や
す
く
し
茶ち

や

の
ぬ
る
き

や
う
に
お
も
は
れ
て
今
一
は
い
と
い
ふ
時
。
其
盆ぼ

ん

に
小こ

判ば
ん

十
両り

や
う

入
て
内

な
い
し
や
う證

へ
お
く
ら
れ
し
も
此
道み

ち

の
帥す

い

め
き
て
お
か
し
。

 

『
西
鶴
俗
つ
れ
づ
れ
』
巻
二
の
二
（
9
オ
）

ニ
、
日い

つ
そ
や外

の
生き

加
賀が

の
ひ
と
へ
羽は

を
り織

す
こ
し
長な

が

く
候
。
小
男
の
お
か
し
く
候
。

弐
寸
四
五
分
切
申
度
候 

『
万
の
文
反
古
』
巻
一
の
四
（
17
ウ
）

右
の
ほ
か
に
、『
好
色
一
代
男
』
巻
三
（
8
ウ
）
巻
八
（
5
オ
）、『
諸
艶
大

鑑
』
巻
六
（
16
オ
）
巻
七
（
13
オ
・
19
オ
）、『
好
色
五
人
女
』
巻
四
（
15
ウ
）

巻
五
（
7
オ
）、『
男
色
大
鑑
』
巻
一
（
24
ウ
）、『
武
道
伝
来
記
』
巻
四
（
9

ウ
）
巻
八
（
6
オ
）、『
武
家
義
理
物
語
』
巻
三
（
8
ウ
）
に
も
用
例
が
あ
り

「
い
つ
ぞ
や
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
何
故
「
イ
ツ
ゾ
ヤ
」
に
「
日
外
」
を
当
て
た
の
か
を
、
次

に
考
え
て
み
た
い
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
外
」
に
は
「
ま
へ
。
以

前
。」
の
意
が
あ
り
、
用
例
に
「〔
荀
子
、
非
相
〕
五
帝
之
外
、
無　
二
傳
人

○一

〔
注
〕
外
、
謂　
二
已
前

○一
」
と
あ
る
。『
倭
玉
篇
』（
慶
長
十
五
（1611

）
年
版
）

に
は
「
外グ

ワ
イ（

左
訓
ケ
）　

ホ
カ　

ハ
ヅ
ル

　ヽ

ウ
ト
シ　

ト
ヲ
ザ
カ
ル
」
と
あ

る
。
ま
た
『
五
山
文
学
新
集
』
四
巻
『
正
宗
龍
統
集
』
の
「
附
録　

袖
中
秘

密
藏
」
に
は
、「
外
」
に
「
ワ
ス
ル
事
」
と
訓
が
付
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
中
国

で
本
来
「
日
の
照
ら
す
外
。
王
化
の
及
ば
な
い
地
。」
を
表
わ
し
て
い
た
「
日

外
」
が
、
日
本
で
は
「
い
つ
だ
っ
た
か
確
か
な
日
は
忘
れ
た
が
、
今
日
以
前

の
日
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。「
日
外
」
が
表
す
過
去
の
日
と

は
、
昨
日
や
一
昨
日
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
の
日
を
意
味
し
、
い
ず

れ
も
漠
然
と
し
た
表
現
法
を
採
用
し
、
そ
の
日
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
よ
り
は
、

下
接
さ
れ
る
事
柄
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
こ
の
漢
字
表
記
は
、
一
連
の
研
究



六
四

対
象
資
料
と
す
る
一
〇
俳
諧
集
で
は
、『
西
鶴
五
百
韻
』
以
外
に
は
出
現
し
な

い
。
五
山
文
学
に
用
例
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
近
世
以
前
に
用
い
ら

れ
て
い
て
近
世
へ
引
き
継
が
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

二　
「
性
躰
」
に
つ
い
て

　

前
節
の
「
日
外
」
の
よ
う
に
、
漢
字
と
ヨ
ミ
の
関
係
で
は
な
く
、『
西
鶴
五

百
韻
』
で
は
、「
正
体
」
に
「
性シ

ヤ
ウ
タ
イ躰

」
の
よ
う
に
、
現
在
と
は
異
な
る
漢
字
を

用
い
る
例
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
「
性シ

ヤ
ウ
タ
イ躰

」
は
漢
語
か
、
そ
れ
と
も

当
て
字
で
あ
る
の
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。
前
節
の
熟
字
訓
は
漢
字
一
字

に
ヨ
ミ
が
対
応
す
る
こ
と
な
く
、
表
記
さ
れ
た
漢
字
の
義
に
よ
り
ヨ
ミ
が
与

え
ら
れ
る
が
、
当
て
字
は
義
に
直
接
的
に
は
関
係
な
く
、
漢
字
の
音
訓
を
利

用
し
て
構
成
さ
れ
た
表
記
を
言
う
。

『
西
鶴
五
百
韻
』
の
集
中

月
の
影
落
て
行
と
も
の
か
す
ま
い　
（
一
六
三　

西
鶴
）

瘧ヲ
コ
リの

性シ
ヤ
ウ
タ
イ躰

風
の
夕
露　
（
一
六
四　

西
花
）

と
見
え
、
前
句
の
「
落
て
」
は
瘧
が
治
る
こ
と
を
意
味
し
、「
落
て
」
か
ら
瘧

（
マ
ラ
リ
ア
）
の
正
体
が
「
風
に
吹
か
れ
た
夕
露
」
の
よ
う
に
消
え
た
と
付
け

る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
性
體

セ
イ

タ
イ　

心
の
本
體
」
と
収
録
が
あ
り
、
北

史
『
杜
弼
傳
』
か
ら
「
若
論　
二
性
體ヽ
一
非　
レ
愜
非　
レ
寛
」
の
用
例
が
示
さ
れ
て
い

る
。「
正
體
」
で
は
「
正
體

セ
イ

タ
イ　

正
し
い
姿
。
本
體
。
正
し
い
血
す
ぢ
の
も

の
。
太
子
。
た
だ
し
い
書
体
。」
と
あ
り
、「
シ
ヤ
ウ
タ
イ
」
の
ヨ
ミ
で
は
「
こ

こ
ろ
。
正
気
。
本
当
の
姿
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
も

「
そ
の
も
の
の
実
際
の
姿
。
本
体
。
実
体
。
正
気
」
な
ど
と
あ
る
。「
性
」
は

『
大
漢
和
辞
典
』
に
「
セ
イ
・
シ
ヤ
ウ
」
の
ヨ
ミ
が
あ
り
、「
姿
態
」
の
意
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
姿
形
が
な
く
な
る
こ
と
に
「
性
躰
」
を
用
い
る
こ
と
は
間

違
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
因
み
に
節
用
集
に
は

正シ
ヤ
ウ
ダ
イ体：

饅
頭
屋
本 

正シ
ヤ
ウ
タ
イ

躰
・
御
正シ

ヤ
ウ
ダ
イ躰：

易
林
本
節
用
集

無ナ
シ　

二

正シ
ヤ
ウ
ダ
イ體：

合
類
節
用
集 

正シ
ヤ
ウ
タ
イ體：

書
言
字
考
節
用
集

と
あ
り
、「
性
躰
」
の
収
録
は
見
え
な
い
。
漢
籍
に
関
す
る
書
で
は
次
の
よ
う

な
用
例
が
見
え
る
。

ヌ
、
家
ノ
子
ワ
カ
タ
ウ
ヒ
キ
ツ
レ
テ
皆
打
死
ヲ
シ
タ
ソ
各
人
ナ
リ
前
ニ
モ
カ

ウ
シ
タ
者
カ
ア
ツ
タ
シ
ト
ヲ
ホ
ユ
ル
ソ
當
世
様
ニ
ハ
性
體
ナ
シ
ト
云
ワ
ウ

ソ 

『
史
記
抄
』
二　

114

ネ
、
肴
―
肴
は
肉
ソ
、
核
ハ
果
子
ソ
、
狼
―
性
体
ナ
キ
体
ソ
、
フ
シ
タ
ル
、

テ
イ
テ 

『
古
文
真
宝
桂
林
抄
』
乾　

23
ウ

　
〔
ヌ
〕
は
正
気
を
失
っ
た
状
態
、〔
ネ
〕
で
は
狼
が
草
を
踏
み
荒
ら
し
て
、

元
の
形
を
留
め
な
い
状
態
を
「
性
躰
な
し
」
と
表
現
す
る
。

ノ
、
陳
篇
―
フ
ル
キ
本
ヲ
見
テ
、
ヌ
ス
ミ
ト
ル
ソ
、
然
―
コ
レ
ホ
ト
ニ
性
体

ナ
ケ
レ
ト
モ
不
被
誅
、 

『
古
文
真
宝
桂
林
抄
』
乾　

41
ウ

　

右
の
〔
ノ
〕
は
誤
っ
た
行
い
を
す
る
正
し
く
な
い
心
の
状
態
を
表
現
し
、

同
書
46
ウ
に
も
「
性
体
ナ
キ
ホ
ト
ニ
」
と
見
え
る
。

ハ
、
梁
國
―
富
タ
國
テ
ヨ
イ
美
女
ハ
イ
ク
ラ
モ
ア
ラ
ウ
ス
タ
ト
イ
王
コ
ソ
性

躰
ナ
ク
ト
モ
姑
モ
ハ
ツ
カ
シ
ウ
思
ワ
ウ
ス
ソ
ア
リ
ツ
ヘ
ウ
モ
ナ
イ
事
テ
サ

フ
ト
テ
助
ケ
義
ヲ
云
ソ 

『
漢
書
抄
』
一　

40
ウ



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

六
五

　

同
書
で
は
こ
の
他
に
も
「
身
モ
チ
ヲ
性
躰
ナ
ウ
フ
ル
マ
ウ
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ

ナ
ン
ト
」（
32
ウ
）、「
性
躰
ナ
ウ
シ
ウ
シ
ナ
ワ
タ
レ
ハ
」（
63
ウ
）
と
あ
る
。

近
世
で
は

ヒ
、
い
た
か
ァ
性し

や
う
た
い体

を
あ
ら
は
せ
〳
〵 

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
四
編
上

と
「
痛
い
な
ら
ば
本
当
の
姿
を
あ
ら
わ
せ
」
と
「
本
当
の
姿
」
の
意
で
用
い

る
例
が
見
え
る
。
次
に
「
正
躰
（
体
・
體
）」
の
用
例
を
挙
げ
て
み
る
事
に
す

る
。

フ
、
只
、「
わ
が
も
と
に
、
ふ
る
く
よ
り
写
し
持
ち
て
候
」
と
ば
か
り
申
さ
れ

け
り
。「
さ
て
は
そ
の
事
正
體
な
し
。
こ
の
人
は
を
し
事
す
る
人
に
こ
そ
」

と
沙
汰
あ
り
て
、
も
ち
ひ
ら
れ
ず
成
に
け
り
。

 
『
古
今
著
聞
集
』
巻
一
一　

402

ヘ
、
そ
の
ゝ
ち
こ
の
僧
、
件
は
れ
て
、
心
身
も
な
や
み
て
、
い
け
る
正
體
も

な
か
り
け
り
。 

『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
〇　

720

　
〔
フ
〕
は
「
根
拠
が
な
い
・
信
頼
で
き
な
い
」
こ
と
を
表
し
、〔
ヘ
〕
は
「
精

気
を
失
っ
た
状
態
」
を
表
わ
す
。
同
書
巻
一
五
（
484
）
で
は
「
更
に
分
散
せ

ず
し
て
、
正
體
み
な
つ
ゞ
き
た
り
」
と
「
本
体
」
を
表
わ
す
意
に
「
正
体
」

を
用
い
る
。

ホ
、
縦
飲
―
…
…
酒
ヲ
飲
ミ
無
正
躰
事
ハ
我
レ
ト
ハ
ヤ
又
判
断
シ
テ
モ
ツ
回　
二

是
大
飲

ニ一
人
亦
棄
ツ
ト 

『
杜
詩
続
翆
抄
』
四

マ
、
酒
徳
―
…
…
酒
斗
テ
正
体
ナ
キ
ホ
ト
ニ
妻
カ
教
訓
シ
タ
レ
ハ
サ
ラ
ハ
断

酒
ヲ
セ
ン 

『
古
文
真
宝
彦
龍
抄
』
93
ウ

な
ど
、
抄
物
で
は
正
気
を
失
っ
た
状
態
に
、
前
掲
の
〔
ヌ
〕
か
ら
〔
ハ
〕
の

「
性
躰
」
と
同
時
に
「
正
体
ナ
キ
」
も
見
え
る
。

ミ
、
正
躰
も
な
ら
も
ろ
は
く
の
や
よ
ひ
哉　

親
重　

六
一
七

 

『
犬
子
集
』
巻
第
二

ム
、
さ
く
る
程
な
る
や
正
体
な
し
の
枝　

　

利
清　

一
一
〇
〇

 

『
犬
子
集
』
巻
第
四

　

右
の
〔
ミ
〕
は
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
、〔
ム
〕
は
多
く
の
実
を
な
ら
せ
枝

が
裂
け
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
前
後
不
覚
の
状
態
を
意
味
す
る
。

メ
、
月
の
剱
二
尺
斗
を
落
し
指　

正
躰
す
さ
ま
し
尻
声
か
な
い

 

『
西
鶴
大
矢
数
』
第
三
八
・
横
何
（
31
オ
）

モ
、
い
ざ
正
躰た

い

見
せ
給
へ
と
。
蒲ふ

と
ん團

を
ま
く
れ
ば

 

『
武
道
伝
来
記
』
巻
五
第
四
（
19
オ
）

　
〔
メ
〕〔
モ
〕
の
「
正
躰
」
は
「
本
来
の
姿
」
の
意
と
解
す
る
。
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
「
正
躰
」
の
用
字
は
、
俳
諧
で
は
『
鷹
筑
波
』（
三
八
八
四
番
）、『
犬

子
集
』（
一
九
八
六
番
）、『
崑
山
集
』（
二
〇
〇
二
・
六
四
〇
三
番
）、『
玉
海

集
』（
二
八
四
二
番
）、『
ゆ
め
み
草
』（
二
五
四
〇
番
）、『
投
盃
』（
四
一
六

番
）、『
金
龍
山
』（
一
五
七
〇
番
）
な
ど
に
出
現
す
る
。
ま
た
、
俳
諧
以
外
の

西
鶴
に
関
す
る
作
品
で
は
、『
武
道
伝
来
記
』
巻
三
（
13
オ
）・
巻
一
（
24
ウ
）、

『
新
可
笑
記
』
巻
二
（
24
ウ
）・
巻
四
（
11
ウ
）
な
ど
に
も
見
え
る
が
、『
古
典

俳
文
学
大
系
』
あ
る
い
は
西
鶴
の
浮
世
草
子
で
は
「
性
躰
」
の
用
例
を
探
し

得
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
考
察
の
結
果
、
現
在
で
は
本
来
の
姿
や
心
の
状
態
を
表
わ
す
の
に

「
性
体
」
と
は
表
記
し
な
い
が
、「
性
躰
な
し
」
と
「
正
体
な
し
」
は
両
者
と



六
六

も
、
本
来
の
姿
・
心
を
失
っ
た
状
態
に
用
い
ら
れ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
よ

っ
て
、「
性
躰
」
は
当
て
字
で
は
な
い
。

三　
「
上
夫
」
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、
前
節
と
同
様
に
『
西
鶴
五
百
韻
』
に
見
え
る
「
上
夫
」
に
つ

い
て
、
当
て
字
で
あ
る
の
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
『
西
鶴
五
百
韻
』
に
は

是
は
又
旅
行
の
暮
の
自
身
番　
（
八
三　

西
花
）

都
へ
の
ほ
り
た
ま
ふ
上
夫
衆　
（
八
四　

西
友
）

と
あ
り
、『
定
本
西
鶴
全
集
』
の
注
釈
に
よ
る
と
、
八
四
番
の
「
都
へ
の
ほ
り

た
ま
ふ
」
は
謡
曲
「
松
風
」
の
「
行
平
都
に
の
ぼ
り
た
ま
ひ
」
を
典
拠
と
し

て
い
る
と
記
さ
れ
、「
上
夫
衆
」
に
は
「
用
例
を
見
か
け
な
い
。
身
分
の
高
い

人
の
意
で
あ
ら
う
」
と
注
が
施
さ
れ
る
。
国
語
辞
書
や
漢
和
辞
典
に
は
「
上

夫
」
の
収
録
は
見
当
ら
な
い
。「
丈
夫
」
を
見
る
と
名
詞
と
形
容
動
詞
の
二
通

り
が
あ
り
、
当
該
句
の
意
と
名
詞
の
意
が
一
致
す
る
。

○『
日
本
国
語
大
辞
典
』

　

じ
ょ
う－

ふ　
ヂ
ャ

ウ：

【
丈
夫
】〔
名
〕（「
じ
ょ
う
ぶ
」
と
も
、
昔
、
中
国
の

周
の
制
で
、
八
寸
を
一
尺
と
し
、
一
〇
尺
を
一
丈
と
し
、
一
丈
を
男
子

の
身
長
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
い
う
）（
1
）
一
人
前
の
男
子
。（
2
）
心

身
と
も
に
す
ぐ
れ
た
男
子
。
勇
気
あ
る
立
派
な
男
子
。
大
丈
夫
。
ま
す

ら
お
。（
3
）
夫
。
良
人
。

　

じ
ょ
う－

ぶ　
ヂ
ャ

ウ：

【
丈
夫
】〔
形
動
〕（
1
）
身
に
少
し
の
疾
患
、
損
傷
も

な
く
、
元
気
で
あ
る
さ
ま
。　

す
こ
や
か
な
さ
ま
。
壮
健
。
達
者
。（
2
）

し
っ
か
り
し
て
い
て
こ
わ
れ
に
く
い
さ
ま
。
堅
固
。（
3
）
た
し
か
な
さ

ま
。
確
実
な
さ
ま
。

○『
大
漢
和
辞
典
』

　
【
丈
夫
】

ヂ
ヤ

ウ
フ　
（
一
）
を
と
こ
。
ま
す
ら
を
。（
二
）
才
能
の
衆
に
過
ぎ
た

人
。（
三
）
を
つ
と
。
夫
。（
四
）ヂ

ヤ
ウ
ブ　

㋑
健
康
。
強
い
こ
と
。
㋺
堅
固
。

か
た
い
こ
と
。

　

名
詞
「
丈
夫
」
に
は
以
上
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、「
松
風
」
に
登
場
す
る

在
原
行
平
を
「
心
身
と
も
に
す
ぐ
れ
た
男
子
」
と
見
て
、
八
四
番
で
は
、
都

へ
「
上
る
」
と
の
関
連
か
ら
、「
上
る
」
と
「
普
通
の
人
よ
り
も
上
の
尊
貴
な

人
」
と
い
う
意
を
懸
け
て
、
或
は
形
容
動
詞
の
「
丈
夫
」
と
区
別
す
る
た
め

に
「
丈
」
に
「
上
」
が
選
択
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

○『
文
明
本
節
用
集
』（1475

頃
）：

丈チ
ヤ
ウ
ブ夫

（「
丈
」
の
左
訓
「
ハ
ガ
ル
」、「
夫
」

の
左
訓
「
ソ
レ
・
ヲ
ツ
ト
」）（
173
態
藝
門
）

○『
合
類
節
用
集
』（1680

）：

丈ヂ
ヤ
ウ
フ夫

（
巻
三－

95　

人
物
部
）　

丈ヂ
ヤ
ウ
ブ夫

〈
強

ツ
ヨ
キ
ヲ

云
〉

（
巻
八
上－

45　

言
語
部
）

○『
書
言
字
考
節
用
集
』（1717

）：

四－

15　

丈ヂ
ヤ
ウ
ブ夫

〈
匀
會
周

ノ
　

制
八－

寸
ヲ

　

為　
レ

尺
ト

　

十
尺

ヲ
　

為　
レ

丈
―

　

人
ノ

　

長
八

ニ
尺
故

ニ

曰　
二

丈
夫

ト一　

論
衡
人
形
以　
二

一

　

丈
一　
為
レ
正
故
名
二
男
子
一
為
二
丈
夫
一
尊
二
翁
嫗
一
為
二
丈
人
一
出
レ
未
〉

　
「
丈
夫
」
は
中
国
本
来
の
漢
語
で
あ
り
、
古
く
に
は
『
寧
楽
遺
文
』（
文
学

編
・
人
々
傳
・
家
伝
上
）
に
「
或
語
云
、
雄
壮
丈
夫
二
人
、
恒
従
公
行
也
」

と
見
え
、『
太
平
記
』（
巻
一
八
越
前
府
軍
）
に
は
「
此
人
丈
夫
ノ
心
ネ
ヲ
ハ



『
西
鶴
五
百
韻
』
の
用
字

六
七

シ
テ
、
加
様
ニ
思
ヒ
給
ケ
ル
コ
ソ
憑
シ
ケ
レ
」
と
、
雄
々
し
く
才
能
の
衆
に

過
ぎ
た
立
派
な
男
子
を
表
現
す
る
一
文
が
見
え
る
。
形
容
動
詞
「
丈
夫
」
は
、

名
詞
形
か
ら
派
生
し
た
日
本
で
の
用
法
で
あ
り
、
現
在
で
の
通
用
語
と
な
っ

て
い
る
。
名
詞
「
丈
夫
」
の
近
世
以
降
の
用
例
を
次
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。

ユ
、
五イ

ソ
チ十　

内
ニ

則
曰ク

五
十
に
し
て
丈
夫
と
な
り
官
政
に
服
す
と
そ
。

 

『
俳
諧
類
舩
集
』

ヨ
、
富
家ハ

喰ク
ラ
ヒ　

二
肌－

肉
ヲ一

丈
夫ハ

喫キ
ツ
ス　

二
菜サ

イ－

根ヲ
一ヽ
予
ハ
乏
し
。

 

『
芭
蕉
集
』
発
句
編
（1681

年
）（
一
二
三
番
前
詞
書
）

ラ
、
ひ
と
り
の
丈て

う
ふ夫

の
語
り
つ
る
は
爰こ

ゝ

に
も
め
づ
ら
し
き
人
こ
そ
出
来き

た

り
侍は

べ

る 
『
近
代
艶
隠
者
』
三
・
五
（1686

年
）

リ
、
さ
れ
ど
此
詞
の
過
当
に
し
て
、
他
門
の
宗
匠
に
も
は
ゞ
か
る
べ
け
れ
ば
、

い
つ
か
は
我
門
に
丈
夫
の
人
あ
り
て
、
此
詞
を
百
世
に
伝
へ
ん
、
是
さ
ら

に
家
訓
の
密
語
な
ら
ん
と
ぞ
。 『
十
論
為
弁
抄
』（
俳
諧ノ

古
人
）（1725

年
）

ル
、
大
根
の
か
ら
み
の
す
み
や
か
な
る
に
、
山
葵
の
か
ら
み
の
へ
つ
ら
ひ
た

る
匂
さ
へ
例
の
似テ　
―
而
非
な
ら
ん
。
此
後
に
丈
夫
の
人
あ
り
て
心
の
ね
ば

り
を
洗
ひ
つ
く
し
、
剛コ

ハ

か
ら
ず
柔

ヤ
ハ
ラ
カな

ら
ず
、
俳
諧
は
今
日
の
平
話
な
る
事

を
し
ら
ば
、
は
じ
め
て
落
柿
舎
の
講
中
と
な
り
て
箸　
―
箱
の
名
録
に
入
べ

し
と
ぞ
。 

『
十
論
為
弁
抄
』（
洛
陽ノ風
土
）（1725

年
）

レ
、
十
二
や
三
の
子
に
て
、
年
に
似
合
ぬ
丈じ

や
う
ぶ夫

の
魂
、
此
上
は
留
て
も
留
ら

じ 

『
根
無
草
』（
後
二
）（1769

年
）

ロ
、
然
る
に
あ
る
じ
か
つ
て
あ
る
先
生
の
門
に
乞
て
、
号
を
指
峯
と
定
け
る

と
ぞ
。
其
意
い
か
な
ら
む
。
あ
る
じ
も
お
ぼ
ろ
〳
〵
と
し
て
、
予
に
此
記

を
書
て
と
求
む
。
さ
れ
ば
思
ふ
に
、
高
き
を
望
む
丈
夫
の
志
を
表
せ
る
も

の
歟
。 

『
鶉
衣
』（
指
峯
堂
記
）（1788

年
）

ワ
、
病び

や
う
に
ん人

は
眠ね

む

る
が
如ご

と

く
に
身み

ま
か
り
ぬ
。
朝て

う
ろ露

夕せ
き
で
ん電

脆も
ろ

き
は
人ひ

と

の
命い

の
ちな

り
。

恭き
よ
う
す
け

輔
の
か
な
し
み
は
い
か
ば
か
り
な
り
け
ん
。
目め

に
な
か
ぬ
丈ぢ

や
う
ふ夫

の
死し

べ
つ別

は
。
思お

も

ひ
や
る
さ
へ
に
い
と
痛い

た

ま
し
。

 

『
内
地
雑
居
未
来
之
夢
』
第
三
回
（
坪
内
逍
遥
）（1886

年
）

ヰ
、「
先せ

ん
せ
い生

も
そ
ん
な
事こ

と

を
考か

ん
がへ

て
御お

い出
で
で
す
か
」「
い
く
ら
丈ぢ

や
う
ぶ夫

の
私

わ
た
く
しで

も
、
満ま

ん
ざ
ら更

考か
ん
がへ

な
い
事こ

と

も
あ
り
ま
せ
ん
」

 

『
こ
こ
ろ
』
上
・
先
生
と
私
・
二
十
四
（
夏
目
漱
石
）（1914

年
）

ヱ
、
御お

と
う父

さ
ん
な
ん
ぞ
も
、
死し

ぬ
〳
〵
云い

ひ
な
が
ら
、
是こ

れ

か
ら
先さ

き

ま
だ
何な

ん
ね
ん年

生い

き
な
さ
る
か
分わ

か
る
ま
い
よ
。
夫そ

れ
よ
り
か
黙だ

ま
つ
て
る
丈ぢ

や
う
ぶ夫

の
人ひ

と
の
方ほ

う
が
劔け

ん
の
ん呑

さ 

『
こ
こ
ろ
』
中
・
両
親
と
私
・
二
（
夏
目
漱
石
）（1914

年
）

「
ヰ
・
ヱ
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
丈
夫
」
と
は
違
い
、
心
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
様
を
表
し
、
形
容
動
詞
に
通
じ
る
用
法
が
見
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
丈
夫
」
の
用
例
は
見
え
る
が
「
上
夫
」
は
探
す
事
が
で

き
な
か
っ
た
。『
西
鶴
五
百
韻
』
の
「
上
夫
」
は
、
語
の
本
義
と
つ
な
が
り
を

持
ち
な
が
ら
、
視
覚
的
な
新
し
さ
や
面
白
さ
を
出
す
た
め
に
採
用
さ
れ
た
戲

書
の
一
種
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
西
鶴
五
百
韻
』
の
集
中
、
現
在
で
は
通
用
し
て
い
な
い
熟
字
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た
。



六
八

　

一
節
の
漢
語
「
日
外
」
は
、
元
来
「
日
の
照
ら
す
外
」
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
も
の
が
、「
外
」
に
「
以
前
」「
遠
ざ
か
る
」
意
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日

本
で
は
「
い
つ
ぞ
や
」
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
古
代
の
中
国
語
の
用

法
が
変
化
し
て
、
日
本
独
自
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
解
す
る
事
が

出
来
る
。

　

二
節
で
取
り
上
げ
た
「
性シ

ヤ
ウ
タ
イ躰

」
は
、
現
在
で
は
「
本
体
・
正
気
」
な
ど
に

「
正
体
」
が
対
応
し
、「
性
躰
」
の
漢
字
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。『
大
漢

和
辞
典
』
に
は
「
性
體

セ
イ

タ
イ　

心
の
本
態
」
と
漢
語
と
し
て
の
収
録
が
あ
り
、

用
例
で
は
「
性
體
な
し
」
と
「
正
体
な
し
」
は
、
同
じ
よ
う
な
場
面
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
故
に
『
西
鶴
五
百
韻
』
一
六
四
番
の
「
性

躰
」
は
当
て
字
で
は
な
く
、
正
当
な
漢
語
の
用
法
と
見
做
す
事
が
出
来
る
。

　

三
節
の
「
上
夫
」
は
、
遊
戯
的
な
文
字
遣
い
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
誤
字
で
は
な
い
。「
丈
」
を
「
上
」
に
置
き
換
え
る
事
に
よ
り
、「
丈
夫
」

以
外
の
意
味
を
含
ま
せ
た
当
て
字
の
用
法
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
西
鶴
五
百
韻
』
で
は
漢
語
や
当
て
字
を
駆
使
し
て
、
新

鮮
さ
や
滑
稽
味
を
表
出
し
よ
う
と
し
た
実
態
を
窺
い
知
る
事
が
で
き
る
。

注（
1
）  

一
〇
俳
諧
集
「
正
章
千
句　

紅
梅
千
句　

宗
因
七
百
韻　

當
流
籠
抜　

西
鶴
五

百
韻　

江
戸
蛇
之
鮓　

江
戸
宮
笥　

軒
端
の
独
活　

七
百
五
十
韻
（
以
上
『
近
世

文
学
資
料
類
従
』
所
収
）
江
戸
八
百
韻
（
天
理
図
書
館
俳
書
集
成
所
収
）」

（
2
）  

拙
稿
「『
江
戸
八
百
韻
』
に
見
え
る
「
哆
」
の
訓
み
に
つ
い
て
」（
関
西
大
学
『
国

文
学
』
98
号　

2014

・3

）
／
「
近
世
初
期
俳
諧
の
用
字
考
証
―
『
當
流
籠
抜
』
に

お
け
る
「
悶イ

キ

る
」
に
つ
い
て
ー
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
96
号　

2012

・3

）
／

「
近
世
初
期
俳
諧
に
お
け
る
「
や
さ
し
」
の
用
法
―
『
江
戸
八
百
韻
』
に
見
え
る

「
婀
娜
」「
艶
し
」
に
つ
い
て
―
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
95
号　

2011

・2

）

（
3
）  

『
西
鶴
語
彙
管
見
』
杉
本
つ
と
む
著　

1982

年　

ひ
た
く
書
房

（
4
）  

中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集　

一
一
巻
』「
三　

名
物
六
帖
の
成
立
と
刊
行
」

1982

年　

中
央
公
論
社

（
5
）  

駒
澤
大
学
古
典
籍
書
誌
詳
細

 
 

（w
w
w
elib.kom

azaw
a-u.ac.jp/retrieve/.../02-fram

e.htm
l?tm

）

（
6
）  

近
藤
尚
子
「『
名
物
六
帖
』
と
『
学
語
編
』」
文
化
女
子
大
学
紀
要　

人
文
・
社

会
科
学
研
究　

第
5
集　

1997

年

参
考
文
献

『
一
茶
集
』
15
巻
『
鶉
衣
』
14
巻
『
金
龍
山
』
11
巻
『
滑
稽
太
平
記
』
2
巻
『
十
論
為
弁

抄
』
6
巻
『
蕉
門
名
家
句
集　

二
』
9
巻
『
芭
蕉
集　

全
』
5
巻
『
蕪
村
集　

全
』
12

巻
（
古
典
俳
文
学
大
系　

1970

〜1972　

年　

集
英
社
）／『
犬
子
集
』（『
初
期
俳
諧
集
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系　

1991

年　

岩
波
書
店
）／『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
義
堂
周
信

著　

康
暦
二
（1380

）
年
（
辻
善
之
助
編
兼
著　

1939

年　

太
洋
社
）／『
訓
注　

空
華

日
用
工
夫
略
集
』
藤
木
英
雄
著　

1982

年　

思
文
閣
／『
好
色
一
代
男
』（
大
坂
版
）『
好

色
五
人
女
』『
男
色
大
鑑
』『
諸
艶
大
鑑
』『
新
可
笑
記
』『
難
波
の
皃
は
伊
勢
の
白
粉
』

『
武
道
伝
来
記
』『
武
家
義
理
物
語
』『
万
の
文
反
古
』『
近
代
艶
隠
者
』（
近
世
文
学
資
料

類
従　

西
鶴
編
1
・
3
・
7
・
8
・
10
・
11
・
18
・
20
・
23　

1974

〜1976

・1981

年　

勉
誠
社
）／『
高
野
山
文
書
』1973

年　

歴
史
図
書
社
／『
こ
こ
ろ
』
夏
目
漱
石　

大
正
三

（1914

）
年
（『
漱
石
全
集　

六
巻
』
大
正
一
四
（1925

）
年　

漱
石
全
集
刊
行
会
）／

『
古
今
著
聞
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系　

1983

年
第
一
六
刷　

岩
波
書
店
／『
五
山
文
学

新
集
』
一
〜
六
巻　

1967

〜1972

年
・
別
巻
一
〜
二　

1977

年1981

年　

東
京
大
学
出

版
会
／『
漢
書
抄
』『
古
文
真
宝
桂
林
抄
』『
古
文
真
宝
彦
龍
抄
』『
杜
詩
続
翆
抄
』（『
続

抄
物
資
料
集
成
』
第
三
〜
五
巻　

1980

〜1981

年　

清
文
堂
）／『
五
老
集
』
慶
安
三

（1650
）
年
（『
和
刻
本
漢
籍
文
集
第
二
十
輯
』
長
澤
規
矩
也
編　

1979

年　

汲
古
書
院
）

／『
崑
山
集
』『
西
鶴
大
矢
数
』
近
世
文
学
資
料
類
従　

古
俳
諧
編
23
・
31
・
29　

1974
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〜1976

年　

勉
誠
社
／『
懐
硯
』『
西
鶴
俗
つ
れ
づ
れ
』（『
新
編
西
鶴
全
集　

第
三
・
四

巻
・
本
文
篇
』
新
編
西
鶴
全
集
編
集
委
員
会　

2003

〜2004

年　

勉
誠
社
）／『
史
記
抄
』

（『
抄
物
資
料
集
成
』
第
一
巻　

1977

年　

清
文
堂
）／『
書
札
調
法
記
』『
新
撰
用
文
章
明

鑑
』
近
世
文
学
資
料
類
従　

参
考
文
献
編
5
・
6　

1976

年　

勉
誠
社
／
「
新
編
宗
因

書
簡
集
」（『
談
林
叢
談
』
野
間
光
辰
著　

1987

年　

岩
波
書
店
）／『
太
平
記
』
日
本
古

典
文
学
大
系　

1982

年
第
二
一
刷　

岩
波
書
店
／『
定
本
西
鶴
全
集
』
頴
原
退
蔵
・
暉
峻

康
隆
・
野
間
光
辰
編　

1972

年　

中
央
公
論
社
／『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
十
返
舎
一
九　

文
化
六
（1809

）
年
刊
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』1958

年　

岩
波
書
店
／『
唐
話
辞
書

類
集
』
第
一
集
か
ら
第
二
〇
集　

古
典
研
究
會　

1969

〜1970

年　

汲
古
書
院
／『
内

地
雑
居
未
来
之
夢
』
坪
内
逍
遥
大
正
一
五
（1926

）
年　

明
治
文
化
研
究
会
／『
中
村
幸

彦
著
述
集
』
第
七
・
十
一
巻　

中
村
幸
彦
著　

1982

・1984

年　

中
央
公
論
社
／『
寧
楽

遺
文
』
下
巻　

竹
内
理
三
編　

1972
年　

東
京
堂
／『
根
無
草
』
平
賀
源
内　

1763－

69

年
（『
風
来
山
人
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系1961
年　

岩
波
書
店
）／『
俳
諧
類
船
集
』
高

瀬
梅
盛
著
（
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室　

1955

年
／
村
上
雅
孝
『
近
世
漢
字
文

化
と
日
本
語
』　2005

年　

お
う
ふ
う
／『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』　1934

年　

啓
文
社

／『
名
物
六
帖
』
伊
藤
東
涯
著　

1714

年
自
序
（1979

年　

朋
友
書
店
）／『
和
刻
本
漢
籍

文
集
』
第
二
十
輯　

長
澤
規
矩
也
編　

1979

年　

汲
古
書
院

＊ 「
正
體
」
の
用
例
に
挙
げ
た
『
鷹
筑
波
』『
崑
山
集
』『
玉
海
集
』『
ゆ
め
み
草
』『
投

盃
』
は
『
古
典
俳
文
学
大
系
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
』（
集
英
社
）
に
よ
る
。



七
〇

The Orthography of Saikaku gohyaku in
The assimilation of Chinese words into Japanese usage 

and the role of ateji

TANAKA Mieko

 Until the Muromachi era, the relationship between kanji （Chinese charac-
ters） and furigana （small-print marginal annotations to kanji using one of the 
Japanese kana syllabaries） was chiefl y that the latter were used as guides to 
the pronunciation or meaning of unusual or diffi  cult characters. But in the 
early modern period, furigana came to be used more creatively as a means 
for expressing double meanings or overlapping signifi cations, and in haikai 
from the beginning of the early modern period, furigana take on a variety of 
functions. But there has been little progress in research into haikai from this 
period. This paper aims at furthering such investigation by examining 
Saikaku gohyaku in.
 The fi rst section demonstrates how the kanji compound 日外, which in 
classical Chinese meant “a place the power of the sovereign does not reach” 
came to be read and used in Japanese as itsuzoya.
 The second section looks at how the now obsolete compound 性躰 （shotai） 
was used in the same contexts that the present 正体 （shotai） would be 
employed, and seen as a legitimate usage of Chinese vocabulary.
 The third section considers the use of 上夫 as ateji or phonetic substitute 
characters for 丈夫 in order to express a double entendre.
 The paper thus reports on the relationship between kanji and their pho-
netic readings in the work Saikaku gohyaku in.


